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中退 経験 の 意味づ け とライ フ コ ー ス の 分岐
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中退後 の 派生的 困難 をめ ぐる語 りに着 目 して
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1 ．問題の所在

　 日本型経営と日本型福祉社会が崩れ ， 学校か ら

労働市場 へ の移行が困難とな りつ つ ある。他方で ，

個人化 の 進展 とともに価値観も多様化 し， 若者は

様 々 な生 き方を模索 し て い る。 そ うしたなか で若

者 の 移行支援に対する政府 ・行政の関心 も高ま り

をみせ てい る。

　若者 の 移行の 支援を検討 して い くうえで ，就業

や学業従事の 有無 とい っ た点は，ひ とっ の指標 と

して有効で ある。 例えば ， 高校を卒業 した若者を

対象 とした乾たちの調査研究で は，調査対象の う

ち就業形態や学業の 継続の 有無とい っ た点で 「不

安定化」 にさらされて い る者の 多くが 「学歴 ・ジ

ェ ン ダーなどの 構造的要因で 不利な状況 におか

れ て い る者達に偏 っ て，それ は出身階層の 影響も

受けて い る可能 陸が高い 」 （乾 2010，p．173）

とい うこ とが明 らかになっ て い る。

　 しか し，こ うした客観的な基準とは別に主観的

な基準で の 困難も把握してお く必要がある 。 それ

によ り，例 えば経済的に恵まれ て お り，ある程度

の 学歴を獲得した者などが抱える困難 の 把握も

含め て
， よ り充実 した若者支援に繋がるか らで あ

る。 そこ で本報告で は，
一

見す ると 「不安定」な

状態にい る高校中退者を対象に ， 彼 ら／彼女らの

意味づ けに もとづ きなが ら，困難を抱える ・抱え

に くい ケ
ー

ス を分類 し比較する こ とで
， 高校中退

者の なか で も誰が困難を抱 え，どの よ うな支援が

必要 となるの か を明らか にする。

2 ．調査の概要

　分析には東京都教育委員会が実施 した 2010 ・

2011 年度の都立高校中退者お よび進 路未決定者

調査 の
一環 として行 われ た聞き取 り調査デー

タ

を用い る。聞き取 りは 2012 年 9 月 か ら 2013 年

1 月にかけて行われ ， 53 人分の デー
タが得られ

た。分析には，こ の うち進路未決定者 5人を除 く

高校中退者 48 人 の 聞き取 りデー
タを用い る。対

象者 の 年齢は 16 〜 26 歳 （平均 18 才）で ある。

3 ．高校中退者の ライフ コ
ー

ス

　こ こ で は分析に先駆 けて   対象者全体の ライ フ

コ
ー

ス の パ ターン と，   その分岐をうながす諸要

素を整理 し ておきた い。要旨で は紙幅の都合か ら，

第
一段階の 分岐お よび第二段階の主な コ

ー
ス へ の

分岐を うながす諸要素の み示 し て お く。

  退学後の動向にみるライフ コ ース の分岐

　高校 中退の時期は学年的に も時期的に も対象者

によっ て さまざまで ある上に，調査対象の 中には

退学後 1 年に満た ない 者もい る。 こ こ で はそ うし

た状況 をふまえ， 高校 1校目中退直後か ら 1年の

間の 諸行動につ い て の語 りにみ られた本人の初発

の 動機 をもとに第
一

段階の 分岐を区分 し，それ以

降の 段階の分岐は結果に もとづ きなが ら調査対象

者の ライフ コ ース を整理 した （図）。
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  ライフ コ
ース の分岐をうながす諸要素

　 「学業志 向」 （29 名）の 若者には ， 退 学当初か

ら転学を希望し て い た者，年度途中で 退学になり

翌年度 の 再入学まで の 空き時間にアル バ イ トを

したケ
ー

ス も含まれ る。学業 へ の移行が可能 とな

っ た背景には学校の 紹介も少なくない が
， 退学前

に 自分で次の学校を探 し て い た者 も比較的多く

見られ ，18−19歳時に大学 ・専門学校に在籍する

者が 5 名 ， 18 歳未満で飛び級的に高卒認定試験

に合格し大学受験を待っ 者も 3 名い る。

　 「就業志向t （15名）の 若者は ， 高校在学中に

働き始めた ア ル バ イ トに退学後 も従事する者 （6

名），知人 の 紹介で従事する者 （3 名）とい っ た

よ うに
， そ の 過半数が比 較的容易に就労へ と移行

して い る 。 また ， 彼 らの 周 りの 家族 ・友人
・先輩

には高校中退者 も少なくなく，中退後の 生活に関

する情報が入 りやすい躍 竟にある。

　 「そ の他」 （4 名）の 内訳はばらつ い て い るた
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め考察が難 しい が，少なくともその うち 2名は学

校に行か ずにず っ と友達 と 「遊んで て，で ，妊娠

発覚 して ，それで 退学届正式 に出して 」【事例 10，
19 歳女性】とい っ たように，在学中にすで にゆ

らい でい た学生役割が親役割の獲得を機に崩れ，
退学かっ 子育て の道へ と進んで い る。

4 ．困難を抱える若者たち

　調査対象 48 名 の なか で ライフ コ ース 上 の 困難

を抱えて い るの は計 5名である 。 具体的には ， 本

人 自身に こ の 先進む道が見えず不安を感 じて い

るケ
ー

ス （事例 2， 6， 9）と， 進む道が見 えなが

らも本人 の 希望通 りに物事がなかなか進 まない

ケ
ー

ス との 二 種類 （事例 3，
4）がある。

【事例 2，20歳男性 ：学業志向→ 2校目在学 ・高

認→ 卒業→ 就業】先 の 事は 「想像ができない 」し，

「どうするの か 」とい う「方法が見っ か らない 」。

【事例 6， 18歳男性 ：そ の他】将来の ことは 「な

るべ く考えない ようには し て る」。

【事例 9
，
18歳男性 ：羈 志向→ 2 校目在学 ・高

認 → 在学】「こ の 先の 未来が も う不安なん だか ら，

遊び ほ うけるときはめちゃ遊びほ うけて い たい 」。

【事例 3，17歳女性 ：就業志向→ 就業継続】「な

るべ く早 く， 何かお金ためて （友達と）2 人で 暮

らそ う」とするが バ イ トは 「ほ とん ど首」になる 。

【事例 4， 22歳男性 ：蝶 志向→ 学業転向】「大

学に入れるぐらい の 」 「基礎学力」 が必要 と，大

学中退後に高校に入 り直すが再 び中退する 。

　 こ こ で 留意した い の はライ フ コ
ー

ス の 種別 を

問わず，
一

部の者に 困難が見られる点で ある。 果

た してそれぞれ の ライ フ コ
ース の なか で ，どの よ

うな諸条件が折 り重な っ た際に 困難が生 じるの

だろ うか 。 次節では こ の 点を検討する 。

5 ．高校中退の派生的困難が生 じる諸条件

  就業をめ ぐる困難が生 じる背景

　高校中退後に就業を志 向する うえ で 困難が生

じて しま う背景には ， 少なくとも以下 の 三 要素が

影響 してい る。 第
一

に周囲にブル
ー

カ ラ
ー
層や中

退経験者がい ない こ とが挙げられる。例えば中退

者の 両親が高学歴で ある とい う状況 は ， ライ フ コ

ー
ス の 準拠先が見つ か らず，

い わば道なき道を歩

む こ とになっ て しま うため，負の影響 とし て働い

て しま う 【事例 4】。第二 に，高校中退以前にア

ル バ イ トに従事 して い ない こ とが挙げられる。中

退以後にすぐに就業 して い る若者たちの 多くは

高校退学以前に ア ル バ イ ト先を見つ けて い るが，

高学歴高収入な ど生活 が安定 した家庭に育っ た

若者は中退以前に ア ル バ イ ト経験を十分につ め

て い なか っ た りする 【事例 4，6】。ただ し，第
一

の 要素 と第二 の 要素がなくとも，「サボ っ て や め」

るとい っ た仕事 へ の 向き合い 方を身に着けた場

合は 【事例 3，9L 困難が生じる こ ともある。

  学業をめ ぐる困難が生 じる背景

　高校中退後に学業を志向するうえで困難が生

じて しま う背景には，少 なく とも家庭の 経済力が

影響 してい る。こ の場合の経済力は，家計を助け

る ため に ア ル バ イ トをする必要はない が， か とい

っ て大学進学するほ どの 収入 に恵まれて い ない

程度の経済力を指す 。 例えば事例 2 は ， ア ル バ イ

トもやめて学業に専念 したお陰で 高校中退後に

間を空けず 2 校 目に 転学し，在学中に高卒認定試

験合格 も果た し，い ざ大学受験となっ た時点で ，

大学の入学金を出すの が難しい ，家の借金で奨学

金も借 りられず とい っ た状況に見舞われて い る。

6，今後の中退者支援に向けて

　高校中退者は
一

見すると多様なライ フ コ
ー

ス を

歩んで い るよ うで ， そ の 背景には出身階層の再生

産に関する引力 と斥力，友人 ・先輩 とい っ た社会

関係資本の 有無が大きく働い て い る 。 皮肉な こ と

に，再生産を超えて独 自の ライ フ コ ー
ス を歩もう

とする際に派生的困難が現れやす くなる。出身階

層の 制約を超えて学歴獲得とは異なる道を進 もう

と歩み始めた中産階層の若者が失敗 と挫折を繰 り

返すなか で 次第に問題の原因を自己 の学力不足に

還元するケ
ー

ス 【事例 4】はそ の一例である。こ

こ には ， 社会階層 とい う　「集団的問題を個人的行

動で解決 しよ うと試み，避けがた い 失敗の 責任 を

自分で負お うとして」もがき苦 しむ若者たちの 「認

識論的誤謬」 がある （Fhrlong，1997，p．275）。

　それ では ，
こ うした困難を抱える若者た ちに対

し て今後 どの よ うな中退者支援が考え られるだ ろ

うか 。 少 なくとも第
一

に ， 対象者 として重点化す

べ きなの は，とりわけ家族 と異なるライ フ コ ース

を歩も うとする若者へ の 支援で ある。 彼 らは 自身

が 思い 描 くライ フ コ
ース を歩む た め に 必 要な諸資

本に乏 しい 。 したが っ て ， 第二 に ， 支援内容 とし

て 必要なの は，個々 人の家族背景を考慮 した うえ

で の 諸資源 の 提供で ある。 例えば就業を希望する

場合は ， 単に仕事を紹介するだけで なく ， 同様の

趣向をもっ 若者たちの 交流 の 場を提供する とい っ

た こ とも必要になるであろ う。
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